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放課後子ども教室すまいるキッズは、共働き世帯

の「子どもたちの安全な居場所が欲しい」という声

を受け、上三川小学校ＰＴＡ有志の方々が、学校運

営協議会と町と協議を重ね、平成３１年に上三川小

学校体育館を活動場所として開設されました。 

２年目を迎える現在も、学校との連絡調整をしな

がら子どもたちの充実した活動を計画し、自主学習

や地域の方の協力を得ながら工作、ボール遊び等を

して活動しています。 

すまいるキッズは同校に通う児童の保護者たちが

中心となって運営しているため、日頃から保護者の

声が届きやすく、運営に活かされています。 

こうした取り組みは、子どもの安全・安心な居場

所を確保するだけでなく、 

ＰＴＡ・学校・町の連携を 

深め、地域で子どもを育む 

環境づくりにつながってい 

ます。 
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放課後子ども教室すまいるキッズ（上三川町） 

宇都宮市では新型コロナウイルスの影響により生

涯学習センターの講座開催を自粛していましたが、

そのような中でも学習機会を提供する、場所や時間

を限定しないオンライン講座を新たに開講しまし

た。河内生涯学習センターでは成人向けの「美と健

康きらめき講座」「かがやくセミナー」、横川生涯学

習センターでは子育て世代向けの「親子のびのび講

座」「ワクワク体験教室」を動画配信形式で開講し、

配信期間内であれば好きな時間に繰り返し学ぶこと

ができるようにしました。受講者からは「感染症で

不安な中、自宅で受講できることは良い。」「是非続

編を作って欲しい。」などの感想を頂きました。  

今後は受講生同士が交流し深いつながりが生まれ

る対面形式の講座と、気軽 

に学べるオンライン講座の 

双方の強みを活かし、様々 

なニーズに対応していけれ 

ばと考えています。 

11月13日(金)に、｢今、求められている学校と地域

の連携・協働とその中で果たすべき自らの役割｣をテー

マに研修を実施しました。 

宇都宮大学地域デザイン科学部の石井大一朗准教授

を講師にお招きし、｢社会に開かれた教育課程｣の実現に

向けた学校と地域の協働の在り方や、具体的な手立てに

ついて説明していただきました。 

演習の中で、上三川町立明治小学校の鈴木光子地域連

携教員と谷靖子学校支援コーディネーターが明治小学

校での地域と学校の協働活動について事例発表を行い

ました。その事例を基に作成された 

クイズが石井准教授から出題され、 

参加した地域連携教員と地域教育コ 

ーディネーターは現状を振り返りな 

がら意見交換を行い、互いの関係性 

を強める必要性を再認識しました。 

参加者のふりかえりとして、魅力 

的な学校づくりや地域づくりを進め 

るためには、スモールステップの積 

み重ねが大切になるといった意見な 

どが出されていました。 

 

 令和２年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を、宇都宮

市立西小学校ＰＴＡが受賞することになりました。 

 西小学校ＰＴＡは、オリオン市民広場で開催する「ベ

ストフェスタ in西」や、地域とともに開催する「西地

区大運動会」をはじめとした、様々な学校行事等への

企画・運営を、長年にわたり積極的に行っています。 

 西小学校ＰＴＡの皆さま、おめでとうございます。 

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞 !! 

10月８日(木)に、宇都宮市、上三川町、鹿沼市、日光

市の人権教育担当者を対象に、河内・上都賀地区人権教育

担当者会議兼研修を実施しました。 

栃木県子ども若者・ひきこもり総合相談センター｢ポラ

リス☆とちぎ｣の中野謙作センター長を講師にお招きし、

｢栃木県における不登校・ひきこもり支援｣をテーマに、不

登校支援の実態等について説明していただきました。 

情報交換では、各市町ともコ 

ロナ禍により事業の中止や延期 

が相次ぎ、可能な範囲で事業を 

実施しているとの報告などがあ 

りました。 


